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日
蓮
宗
寺
院
と
財
団
法
人
（
財
政
）
に
つ
い
て

（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
嘱
託
）

野

村

環

右

財
団
法
人
と
宗
教
法
人

財
団
法
人

一
定
の
目
的
の
た
め
に
結
合
さ
れ
た
財
産
の
集
合
。

こ
れ
を
運
営
す
る
た
め
に
作
ら
れ
る
法
人
。

現
行
法
で
は
公
益
を
目
的
と
す
る
公
益
法
人

宗
教
法
人

一
九
五
一
年
（
昭
和
二
十
六
年
）
制
定
の
宗
教
法
人
法
で
法
人
と
認
め
ら
れ
た
宗
教
団
体
。
公
益
法
人
の
ひ
と
つ
。

財
団
法
人
の
具
体
例

日
本
財
団
（
日
本
船
舶
振
興
会
）
稲
盛
財
団

ノ
ー
ベ
ル
財
団

ヤ
マ
ハ
音
楽
振
興
会

日
本
生
命
財
団

サ
ン
ト
リ
ー
文
化

財
団

尾
瀬
保
護
財
団

立
正
育
英
会

等

宗
教
法
人
に
よ
る
財
団
法
人

京
都
市
に
お
い
て
、
古
都
税
闘
争
は
昭
和
五
十
七
年
八
月
よ
り
昭
和
六
十
年
八
月
ま
で
三
カ
年
続
き
、
古
都
税
保
存
協
力
税
と
名

称
が
変
わ
り
、
拝
観
料
を
徴
収
す
る
寺
社
が
対
象
と
な
っ
た
。

こ
の
京
都
市
と
寺
社
と
の
闘
争
の
中
で
生
ま
れ
た
の
が
、
財
団
法
人
の
設
立
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
国
内
で
初
め
て
の
ケ
ー
ス
と

な
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
が
、
こ
の
話
は
頓
挫
し
た
。



─ ─

な
ぜ
、
京
都
仏
教
会
財
団
法
人
化
は
頓
挫
し
た
か

宗
教
法
人
の
集
ま
り
で
あ
る
仏
教
会
の
財
団
法
人
化
は
、
法
人
役
員
の
人
事
に
一
般
人
の
介
入
が
宗
教
法
人
よ
り
容
易
に
な
る
。

信
仰
と
い
う
も
の
で
の
法
人
の
運
営
よ
り
も
、
公
益
法
人
化
に
よ
る
財
団
が
利
権
の
温
床
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

安
易
な
財
団
法
人
化
は
、
両
刃
の
剣
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
と
め

日
蓮
宗
寺
院
で
は
…
…

京
都
市
仏
教
会
の
よ
う
な
富
裕
な
寺
院
で
は
な
く
、
宗
門
内
で
悩
み
を
か
か
え
る
過
疎
寺
院
の
数
ヶ
寺
を
グ
ル
ー
プ
化
し
て
、
財

団
化
と
い
う
動
き
が
今
後
で
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
一
つ
間
違
え
る
と
利
権
屋
の
巣
窟
と
な
り
、
過
疎
寺
院
の
経
営
安
定
か
ら
遠
く
離
れ
た
も
の
に
な
り
、
宗
教
法
人
自
体

を
根
底
か
ら
喪
失
し
か
ね
な
い
。

宗
門
寺
院
内
で
財
団
化
は
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
宗
教
総
長
が
包
括
団
体
の
長
と
し
て
調
査
研
究
班
を
つ
く
り
、
精
査
し
、
検
討
し

な
け
れ
ば
、
今
後
法
の
網
を
く
ぐ
っ
て
宗
教
法
人
を
食
い
物
に
す
る
輩
が
出
て
く
る
と
も
限
ら
な
い
。


